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三
菱
一
号
館

東
京
都
千
代
田
区

　
十
九
世
紀
と
二
十
一
世
紀
が
交
差
す
る
空
間
が
あ

る
。今
は
美
術
館
と
し
て
賑
わ
う
東
京
・
丸
の
内
の
三

菱
一
号
館
で
あ
る
。一
八
九
四（
明
治
二
十
七
）年
、英

国
人
建
築
家
の
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
に
よ
っ
て
設

計
さ
れ
た
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
だ
。一
九
六
八
年
に
解
体
さ

れ
た
後
、二
〇
〇
九
年
に
可
能
な
限
り
忠
実
に
復
元
さ

れ
た
。十
九
世
紀
末
か
ら
次
々
に
赤
煉
瓦
造
り
の
建
物

が
並
び
、東
京
・
丸
の
内
界
隈
は「
一
丁
倫
敦（
ロ
ン
ド

ン
）」と
呼
ば
れ
、西
洋
の
雰
囲
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い

た
。三
菱
一
号
館
は
近
代
オ
フ
ィ
ス
の
先
駆
け
と
し
て

そ
の
中
心
に
あ
っ
た
。当
時
の
同
館
内
の
喧
騒
に
想
い

を
馳
せ
て
み
る
。階
段
を
駆
け
上
り
、細
い
廊
下
を
足

早
に
抜
け
る
と
、そ
の
先
に
十
九
世
紀
、二
十
世
紀
の

光
が
差
し
込
ん
で
い
た
に
違
い
な
い
。

　
煉
瓦
造
地
下
一
階
・
地
上
三
階
建
て
で
、英
国
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ア
時
代
後
期
に
流
行
し
た
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
様

式
を
採
用
し
た
。竣
工
当
時
、館
内
は
三
菱
合
資
会
社

が
入
居
し
て
い
た
ほ
か
、階
段
で
つ
な
が
っ
た
棟
割
長

屋
の
部
分
が
貸
事
務
所
と
な
っ
て
い
た
。復
元
は
、三

菱
地
所
の
丸
の
内
再
開
発
計
画
の
一
環
。意
匠
や
部
材

だ
け
で
は
な
く
、製
造
方
法
や
建
築
技
術
ま
で
可
能
な

限
り
忠
実
に
再
現
さ
れ
て
い
る
。構
造
は
、「
帯
鉄
」を

使
う
な
ど
建
設
当
時
と
同
じ「
耐
震
煉
瓦
造
」。加
え

て
基
礎
に
免
震
構
造
を
取
り
入
れ
た
。

　
美
し
さ
が
際
立
つ
外
壁
の
煉
瓦
は
、腕
よ
り
の
煉

瓦
職
人
を
選
抜
し
て
一
日
の
べ
一
〇
〇
人
に
よ
り
積

み
上
げ
た
。ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
の
像
が
置
か
れ

た
鉄
骨
階
段
は
、洗
練
さ
れ
た
装
飾
が
施
さ
れ
、蹴
上

げ
部
分
に
透
か
し
を
入
れ
た
こ
と
で
、自
然
光
が
階
段

室
の
隅
々
に
ま
で
あ
ふ
れ
る
。ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
カ
フ
ェ
、

シ
ョ
ッ
プ
、歴
史
資
料
室
を
併
設
。美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

は
建
物
と
同
時
代
に
シ
ン
ク
ロ
、十
九
世
紀
末
西
洋
美

術
で
あ
る
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
＝
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
の
作
品
な

ど
を
収
蔵
し
て
い
る
。

かつて銀行営業室だった2階層吹き抜けの大空間。現在
は巨大な柱、漆喰の壁などをそのまま復元して、「Café 
1894」として飲食を提供している。当時の銀行窓口も
カフェの内装に取り入れ、その面影を残しながら見事
な融合を図っている。重厚でクラシックな雰囲気から、
カフェの空間そのものが、三菱一号館の歴史を物語る

「資料」となっている
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